
ヨ
ル
ダ
ン
の
図
書
館
活
動
は
一
九
五
○
年
代
に

始
ま
り
、
現
在
で
は
公
立
と
私
設
を
合
わ
せ
て
、

全
国
約
一
五
○
○
の
図
書
館
が
存
在
す
る
。
今
回

私
は
、
首
都
ア
ン
マ
ン
に
あ
り
、
先
進
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
二
つ
の
公
共
図
書
館
、
ア
ン
マ

ン
市
中
央
図
書
館
及
び
ア
ブ
ド
・
ア
ル
・
ハ
ミ
ー

ド
・
シ
ュ
ー
マ
ー
ン
公
共
図
書
館
（
以
下
シ
ュ
ー

マ
ー
ン
図
書
館
）
を
訪
問
し
た
。
ア
ポ
無
し
で
突

然
訪
問
し
た
の
だ
が
、
そ
こ
は
良
く
も
悪
く
も
融

通
の
利
く
ア
ラ
ブ
圏
の
こ
と
、
両
図
書
館
と
も
快

く
館
内
を
案
内
し
て
く
れ
た
。

ア
ン
マ
ン
市
中
央
図
書
館
は
、
一
九
六
○
年
に

設
立
さ
れ
、
現
在
で
は
三
一
の
分
館
を
統
括
し
て

い
る
。
市
全
体
で
総
蔵
書
数
は
約
五
○
万
冊
で
あ

る
。
シ
ュ
ー
マ
ー
ン
図
書
館
は
、
ア
ラ
ブ
銀
行
の

創
設
者
の
名
に
ち
な
ん
だ
ア
ブ
ド
・
ア
ル
・
シ
ュ

ー
マ
ー
ン
基
金
に
よ
っ
て
、
一
九
八
六
年
に
設
置

さ
れ
た
。
児
童
図
書
館
を
含
め
、
全
国
六
カ
所
に

図
書
館
を
も
ち
、
全
蔵
書
数
は
約
一
七
万
冊
で
あ

る
。
ど
ち
ら
の
図
書
館
も
、
所
蔵
分
野
は
多
岐
に

わ
た
る
。
日
本
関
係
の
棚
で
は
、
新
渡
戸
稲
造
著

の
英
語
資
料
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

両
図
書
館
は
、
移
動
図
書
館
の
運
営
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
郷
土
資
料
の
収
集
と
い
っ
た
、
日

本
の
公
共
図
書
館
で
も
馴
染
み
の
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
ま
た
子
供
の
絵
と
楽
し
げ
な
声
に
あ
ふ

れ
る
児
童
図
書
室
の
風
景
は
、
ど
こ
も
変
わ
ら
な

い
も
の
だ
。
し
か
し
、
日
本
の
公
共
図
書
館
と
は

か
な
り
違
っ
た
印
象
を
受
け
た
の
も
事
実
だ
。

ま
ず
は
英
語
資
料
が
日
本
に
比
べ
て
格
段
に
多

い
。
ど
ち
ら
の
図
書
館
も
英
語
資
料
が
フ
ロ
ア
の

一
角
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
に
学
術
的
な
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
（
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
は
多
く
が
英
語
）

の
導
入
も
目
を
惹
く
。
シ
ュ
ー
マ
ー
ン
図
書
館
で

は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
無

料
で
利
用
で
き
る
。
中
央
図
書
館
内
に
は
電
子
資

料
は
な
い
が
、
ア
ン
マ
ン
市
は
「
ア
ラ
ブ
文
化
首

都
ア
ン
マ
ン
二
○
○
二
」
を
打
ち
出
し
、
二
○
○

二
年
に
電
子
資
料
に
特
化
し
た
図
書
館
を
別
に
設

立
し
た
。
日
本
で
も
最
近
で
は
、
外
国
語
資
料
の

収
集
や
電
子
媒
体
の
提
供
を
進
め
て
い
る
公
共
図

書
館
も
あ
る
。
し
か
し
、
規
模
と
し
て
は
ま
だ
ま

だ
小
さ
い
。
私
が
昔
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
某

市
立
図
書
館
で
、
最
も
人
気
が
あ
っ
た
の
は
小
説

と
趣
味
（
特
に
裁
縫
と
料
理
）
だ
っ
た
が
、
ヨ
ル

ダ
ン
で
の
ニ
ー
ズ
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
よ
う
だ
。

で
は
こ
れ
ら
の
図
書
館
を
ど
ん
な
人
が
利
用
す

る
の
か
。
シ
ュ
ー
マ
ー
ン
図
書
館
か
ら
も
ら
っ
た

利
用
者
統
計
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
統
計
に
よ
る

と
利
用
者
の
半
数
弱
を
学
生
が
占
め
て
い
る
。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
、
自
由
業
が
そ
れ
ぞ
れ
二
○
％
前
後

で
続
く
。
学
術
資
料
が
大
学
図
書
館
に
集
中
し
て

い
る
日
本
と
違
っ
て
、
ヨ
ル
ダ
ン
で
は
公
共
図
書

館
も
学
術
情
報
探
索
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
男
性
が
七
○
％
と
圧
倒
的

多
数
を
占
め
る
の
も
注
目
に
値
す
る
。
確
か
に
館

内
を
案
内
さ
れ
た
時
も
、
男
性
が
多
か
っ
た
。
大

学
生
の
男
女
比
は
ほ
ぼ
同
数
な
の
で
、
学
生
以
外

の
利
用
者
に
圧
倒
的
に
男
性
が
多
い
か
、
そ
れ
と

も
職
種
を
問
わ
ず
男
女
で
情
報
探
索
行
動
に
違
い

が
あ
る
の
か
、
興
味
が
わ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
活
発
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
ヨ
ル
ダ
ン

公
共
図
書
館
で
は
あ
る
が
、
惜
し
む
ら
く
は
資
料

へ
の
自
由
な
ア
ク
セ
ス
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
だ
。
図
書
館
に
よ
っ
て
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
関
係

資
料
等
、
政
治
的
、
宗
教
的
観
点
等
か
ら
、
一
部

の
資
料
の
閲
覧
を
制
限
し
て
い
る
。
日
本
で
は

「
図
書
館
の
自
由
に
関
す
る
宣
言
」（
一
九
七
九

年
）
で
、
国
民
の
知
る
権
利
を
保
障
す
る
た
め
の

図
書
館
の
責
務
が
謳
わ
れ
た
も
の
の
、
一
九
九
○

年
代
に
は
『
ち
び
く
ろ
さ
ん
ぼ
』
の
よ
う
な
資
料

の
閲
覧
の
是
非
を
め
ぐ
り
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

ど
ん
な
資
料
を
収
集
し
て
閲
覧
に
供
す
る
か
は
図

書
館
が
抱
え
続
け
る
課
題
で
あ
ろ
う
が
、
ヨ
ル
ダ

ン
に
つ
い
て
は
こ
う
し
た
議
論
自
体
あ
る
の
か
ど

う
か
が
不
明
だ
。
一
九
九
○
年
代
以
降
民
主
化
を

進
め
る
ヨ
ル
ダ
ン
政
府
は
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
に

力
を
入
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
今
後
は
情
報
の
公

開
と
自
由
な
議
論
も
保
障
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
望

み
た
い
。

（
た 

か
は
し　

り
え
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図

書
館
）

ヨ
ル
ダ
ン
の
公
共
図
書
館

を
訪
ね
て

高
橋
理
枝

〈コラム〉

ヨルダン市中央図書館の参考図書閲覧室
（2005 年 7月、筆者撮影）
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